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（１）基礎・基本の確実な定着
に関する配慮や工夫がなされ
ているか。

・「この地図帳の活用方法」のページでは、一般図や主題図の読み
取り方が掲載されており、基礎・基本の確実な定着への配慮がさ
れている。
・デジタルコンテンツを掲載するとともに一般図や主題図、地形図
の読み取りといった地理的技能の育成に関わる内容が掲載されて
いる。

・「この地図帳の使い方」のページでは、地図の使い方について小
学校での学習を踏まえて段階的に示されており、基礎・基本の確
実な定着への配慮がされている。
・「QRコンテンツ」を掲載するとともに、地図の読図や作図など地理
的技能の育成に関わる内容が掲載されている。

（２）課題解決のために必要な
思考力や判断力、表現力等を
育成することに関する配慮や
工夫がなされているか。

・地図や資料に付記されている「ミチバチーズからの問い」には、複
数の資料を比較したり、社会的事象について考察したりするもの
が多く、思考力や判断力を養うことができる。
・地形図だけでなく、統計資料や主題図が多く、歴史的分野や公民
的分野でも多様な活用ができる構成になっている。

・地図や資料に付記されている「地図で発見！」には、資料から読
み取ったことを考察する活動が設定されており、思考力や判断力
を養うことができる。
・主題図が中心のページには「主題学習」が設けられており、テー
マに基づいた問いから課題解決につなげる構成となっている。

（３）資料が精選され、その内
容が時代に即応したものに
なっているか。

・現代社会の課題である世界の難民や移民、亡命者など世界の紛
争に関わるデータや写真資料が掲載されている。
・過去の地図や土地利用の変化についての写真資料が掲載され
ていたりするなど、歴史的な視点から比較できる工夫がされてい
る。

・自給率や生産率などのグラフのデータはこの１０年以内のものが
多数であり、環境問題や紛争に関する写真が掲載されるなど、現
代社会の課題に即したものとなっている。
・鳥瞰地図は歴史的分野の学習にも用いることができ、年表等の
資料も掲載されている。

（４）持続可能な社会づくりに
向けた教育・ＥＳＤの視点が取
り入れられているか。

・SDGsについての特設ページが設けられており、それぞれの地域
における持続可能な社会づくりに関わる課題があり、SDGsの１７
の目標との関連に気付かせようとしている。また、SDGsと関連する
内容には、SDGsのマークが付記されている。

・「地図で考える持続可能な社会」という特設ページが設けられて
おり、「主題学習」として持続可能な社会づくりに関して考える問い
が設定されている。また、SDGsと関係が深いと考えられるページ
や個々のグラフなどのデータにも、SDGsのマークが付記されてい
る。また、持続可能な社会を考える上での統計が示されている。

（１）生徒が主体的に学習を進
めやすいような便宜が図られ
ているか。

・「Bee's eye」という地図を深く読み取るためのヒントとなる問いが
示されており、図の読みを深め、比較検討、発展的な学びを促す
構成となっている。また、デジタルコンテンツが豊富に用意されて
おり、課題解決に向けた多様な学びに対応できるようになってい
る。

・世界各州のページには鳥瞰地図が設定されており、各州の地域
的特色を大観できるようになっている。また、「地図で発見！」や
「主題学習」、「日本との結びつき」を活用し、生徒自ら問いをもち
主体的に学習が進められるようになっている。

（２）多摩市という地域の実態
に即しているか。

・「東京の歴史と治水」や「鉄道網と市街地の拡大」の資料に多摩
ニュータウン造成の記載がある。また、SDGsについての特設ペー
ジがあり、ESDを推進している多摩市の方針に即している。

・関東地方の地図の中には多摩ニュータウンの記載が見られる。
また、SDGsについての特設ページや関連資料が掲載されており、
ESDを推進している多摩市の方針に即している。
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